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　このスローガンは、地域福祉をすすめていくためのキーワード『つな
がり』と『地域愛』を活かし、●●●●●のまちづくりをすすめていこ
う！という思いが込められています。�

　『東近江市地域福祉活動計画』は、東近江市に暮らすすべての住民が、共に支え

合い安心して暮らすことができる福祉のまちづくりをすすめていくための計画です。�

　この計画は、『地域福祉推進計画』『地区住民福祉活動計画』『基盤強化計画』で構成

しています。�

　住民がすすめる福祉のまちづくりの目標で
あり、“地区らしさ”のある活動の計画�
　福祉活動やまちづくりに携わる住民のみな
さんと各地区でワーキング会議を開催し、住
民懇談会やアンケートなどで聴いた住民の“こ
んな地域にしたい”思いをカタチにしたもの。�
　すでに各地区では、この計画をもとにした
特色のある福祉のまちづくりがすすめられて
います。�

　『地区住民福祉活動計画』『地域福祉推進計画』を推進するために、必要な
市社協の組織や体制のあり方を示し、その基盤強化をすすめるための計画�

基本目標Ⅲ�
つながりづくりと連携・協働の推進�

⑥ 地域の福祉を支える人や�
　 団体の連携・協働�
⑦ 情報の発信と共有で�
　 つながりづくり�

基本目標Ⅰ�
命と暮らしを支えるしくみづくり�
① 相談支援活動の充実�
② 暮らしを支える�
　　　取り組みの推進�

基本目標Ⅱ�
住民が主役の�
　　　活動のサポート�
③ 小地域福祉活動の支援�
④ ボランティア活動の支援�
⑤ 当事者活動の支援�

基本目標Ⅳ�
　　地域愛・学び合いで�
　　　すすめるまちづくり�

⑧ “わが地域”への想いが実感で�
　 きる福祉教育の推進�
⑨ 若者が活躍できる機会づくり�『地区住民福祉活動計画』�

の推進支援�

幅広い市民が参画できる組織運営・活動展開をすすめます�

地域福祉活動のための民間財源の有効活用を推進します�

在宅福祉サービス事業のあり方の検討と効果的な運営�

地域福祉を総合的に進めるための体制づくり�

目標１�

目標２�

目標３�

目標４�

スローガン�

　平成23年10月の第1回「策定委員会」から足かけ3年、福祉･医療･教育･

商工･農業など広くまちづくりに携わる方々と、話し合いを重ねてきました。

さらに、中学生や若者のみなさん、多くの住民のみなさんが計画づくりに参

加できる場をもち、自分が住む地域について話し合いました。そして、平成

25年3月の第9回「策定委員会」をもって、計画がまとまりました。�

第1回策定委員会�

�

地区ワーキング会議�

�

住民懇談会�

�

住民懇談会�

�

中学生懇談会�

�

ケースワーカー聞き取り�

�

第9回策定委員会�

�

活動計画答申�

ま　ち�

　市社協が住民や様々な団体・関係機関とともに、地域福祉�
活動を推進していくための具体的な取り組みを示した計画�

２�３�



４�５�

　『東近江市地域福祉活動計画』のダイジェスト版を、7月下旬頃みなさんの�
お手元にお届けします。お問い合わせは社協 地域福祉課まで�
　　電話 0748-20-0555　ＩＰ 0505-801-1125

　策定委員のみなさんの熱い思いと、計画に関わってくださった多くの方々
の思いを受け止め、住民みんなが安心して、そして幸せに暮らせる地域をつ
くるため、まちづくりを携わる様々な人や団体、専門職の方々とつながり、
協働していくことですすめていきます。�

策定委員会委員長　松 端 克 文 氏�
（桃山学院大学社会学部社会福祉学科教授）�

　地域福祉は、住民自身がまず気づき、動いていくこと

が重要です。地域福祉活動計画は、住民の「地域を良く

したい！」という“熱き思い”を具体的な“カタチ”、

すなわち仕組みや実践に変換していくものだと言えます。�

　9回にわたる策定委員会では、東近江市の「いま」や

「これから」について、毎回熱い議論が交わされ、この計

画ができました。�

　東近江市の住民のみなさんが幸せに暮らせるように、

この計画で福祉のまちづくりがすすんでいくことを期待

しています。�

ま　ち�

かつ�まつのはな� ふみ�



�

���　「
地
域
福
祉
推
進
計
画
」、
１４
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の

「
地
区
住
民
福
祉
活
動
計
画
」、
市
社
協
の
「
基
盤
強

化
計
画
」
を
３
つ
の
柱
と
す
る
『
東
近
江
市
地
域
福

祉
活
動
計
画
』
を
策
定
し
ま
し
た
。�

���　
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
見
守
り
支

援
事
業
（
給
食
・
友
愛
訪
問
な
ど
）、
サ
ロ
ン
活
動

へ
の
支
援
、
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
困
り
ご
と
や
暮
ら
し
づ
ら
さ
を
抱
え

る
人
と
、
困
っ
て
い
る
人
を
支
援
し
た
い
人
を
つ
な

ぐ
助
け
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
し
、「
生

活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
」
を
開
催
し
、
活
動
を
支

援
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
普
段
か
ら
の
支
え
合
い
を
す
す
め
る
た
め
、

自
治
会
で
実
施
さ
れ
る
防
災
学
習
会
な
ど
の
取
り
組

み
の
支
援
、
地
域
福
祉
活
動
の
き
っ
か
け
と
な
る
懇

談
会
等
を
開
催
し
ま
し
た
。�

��　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
方
と
求
め
る
方
を

つ
な
ぐ
な
ど
、
活
動
を
支
援
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
学
生
と
地
域
を
つ
な
ぎ
、
獣
害
対
策
等
、

地
域
の
困
り
ご
と
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
支

援
し
ま
し
た
。�

�����　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
東

日
本
大
震
災
で
の
教
訓
か
ら
、
職
員
の
参
集
訓
練
や
、

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
等
と
連
携
し
て
開
設
運

営
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。�

���　
生
活
困
難
な
状
況
に
あ
る
方
の
相
談
支
援
を
行
い
、

生
活
福
祉
資
金
・
小
口
貸
付
資
金
を
活
用
し
、
自
立

を
支
援
し
ま
し
た
。
ま
た
、
善
意
銀
行
に
寄
せ
ら
れ

た
食
料
や
物
品
の
給
付
を
行
い
ま
し
た
。�

��　
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
市
民
に
福

祉
へ
の
理
解
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
は
じ
め
と

す
る
福
祉
活
動
へ
の
参
加
、
呼
び
か
け
、
情
報
発
信

を
行
い
ま
し
た
。�

　
東
近
江
市
社
会
福
祉
大
会
で
は
、
社
会
福
祉
の
向

上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
々
・
団
体
の
表
彰
、

記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。�

��　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
ケ

ア
プ
ラ
ン
作
成
な
ど
の
介
護
保
険
事
業
を
行
い
、
認

知
症
の
方
を
は
じ
め
要
介

護
等
高
齢
者
の
支
援
を
行

い
ま
し
た
。�

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に

よ
り
、
満
８８
歳
を
迎
え
ら

れ
た
方
々
に
米
寿
を
お
祝

い
す
る
記
念
写
真
を
撮
影
、

掲
額
、
贈
呈
し
ま
し
た
。�

��　
障
が
い
児
者
の
日
常
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
自

立
支
援
法
に
基
づ
く
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
障
が
い
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
相

談
支
援
な
ど
の
地
域
生
活
支
援
事
業
を
行
い
ま
し
た
。�

��　
b
東
近
江
市
共
同
募
金
委
員
会
事
務
局
�

　
b
東
近
江
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
事
務
局
�

　
b
そ
の
他
福
祉
諸
団
体
の
活
動
支
援
�

通所介護（おでかけ）�

退職シニア地域デビュー講座�
おもちゃ図書館�

��　
地
区
で
地
域
福
祉
の
推
進
役
と
な
る
地
区
社
協
へ

の
運
営
・
活
動
支
援
を
行
い
ま
し
た
。�

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
福
祉
団
体
・
当
事
者
組
織
に
対
し
、
赤

い
羽
根
共
同
募
金
に
よ
る
助
成
を
行
い
ま
し
た
。�

　
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
や
福
祉
の
気
づ
き
に
つ
な

が
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

に
努
め
ま
し
た
。
団
塊
世
代
等

の
仲
間
づ
く
り
や
地
域
活
動
の

人
づ
く
り
の
た
め
、「
退
職
シ

ニ
ア
地
域
デ
ビ
ュ
ー
講
座
」
を

開
催
し
ま
し
た
。�

���　
暮
ら
し
に
関
わ
る
困
り
ご
と
の
相
談
窓
口
と
し
て
、

心
配
ご
と
相
談
や
無
料
法
律
相
談
を
実
施
し
ま
し
た
。�

　
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
で
は
、
認
知
症
や
障
が

い
に
よ
り
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
々
へ
、
福
祉
サ

ー
ビ
ス
利
用
援
助
や
日
常
的
な
金
銭
管
理
、
書
類
等

預
か
り
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
訪
問
や

相
談
等
、
必
要
に
応
じ
て
成
年
後
見
制
度
の
利
用
援

助
を
行
い
ま
し
た
。�

��　
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
夏
休
み
や
休
日
を

地
域
で
有
意
義
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
サ
マ
ー
ホ
リ
デ

ー
・
障
が
い
児
親
子
サ
ロ
ン
等
を
実
施
し
ま
し
た
。�

�����サ
マ
ー
ホ
リ
デ
ー
は
、
保
護
者
と
の
協
働
に
よ
り
、

市
内
６
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。�

��　
お
も
ち
ゃ
図
書
館
の
開
催

や
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に

よ
る
児
童
遊
園
の
遊
具
設
置

・
補
修
の
助
成
、
と
び
出
し

人
形
の
設
置
支
援
を
行
い
ま

し
た
。�

　
ま
た
、
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
親
子
参
加
の
講
座
の

開
催
や
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。�

�

　社会福祉協議会（社協）は、『共に生き、安心し
て暮らせる福祉のまちづくり』を基本理念に、住民
のみなさまや市内の企業・法人・団体等のみなさま
よりご協力いただく会費、また、国・県・市の補助
金、委託金や共同募金助成金をもとに、さまざまな
事業を実施しています。�
　会費は、地域で実施される「ふれあいサロン活動」
や「地域見守り支援事業」、また「心配ごと相談所
の開設」、「地区社協活動」などに活用します。�
　つきましては、東近江市の地域福祉をより一層充

実していくために、一般会費とは別に、個人の方や、
企業、法人、団体のみなさまを特別会員として、ご
協力をお願いいたします。�
　特別会員のみなさまには個別にご依頼させていた
だきますので、ご理解ご協力をよろしくお願い申し
上げます。�

特別会費（個人・企業・法人・団体等）�
1,000円�一口�

広
報
お
よ
び
啓
発
活
動
�

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
�

�障
が
い
児
者
サ
ー
ビ
ス
�

福
祉
諸
団
体
の
事
務
局
と
活
動
支
援
�

困
っ
た
時
の
相
談
窓
口
と
�

　
　
　
　
　
　
権
利
擁
護
支
援
�

障
が
い
児
の
地
域
活
動
支
援
�

子
育
て
支
援
�

「
見
守
り
」
や
「
声
か
け
」、�

　
　
支
え
合
い
活
動
の
推
進
・
支
援
�

『
東
近
江
市
地
域
福
祉
�

　
　
　
　
　
活
動
計
画
』の
策
定
�

市
民
参
加
・
市
民
活
動
の
ま
ち
づ
く
り
�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
�

援
護
を
必
要
と
す
る
�

　
　
　
　
市
民
へ
の
支
援
活
動
�

■支出合計／14億9,241万742円�

　５月３０日に開催しました理事会・評議員会において、平成２４年度
一般会計決算報告が承認されました。�

■収入合計／14億9,241万742円�

※経理区分間の繰入金収入および繰入金支出を除く�

前期末支払前期末支払�
資金残高資金残高

145,347145,347千円千円�

施設整備等補助金施設整備等補助金
407,963407,963千円千円

前期末支払�
資金残高

145,347千円�

会費・寄付金
18,972千円� 受託金

106,768千円�

収入�

支出�

貸付・負担金・�
事業収入
7,630千円�

共同募金配分金
17,507千円�

介護保険介護保険・利用料利用料
530,980530,980千円千円
介護保険・利用料
530,980千円

自立支援費等
71,918千円�

施設整備等補助金
407,963千円

積立預金取崩
8,978千円�

その他収入
34,807千円�

当期末支払資金残高�
114,900千円�

事務費 31,930千円�事業費 125,713千円�

貸付事業等支出�
1,404千円�

助成金･負担金�
32,525千円�

積立預金積立�
7,055千円�

その他支出�
29,527千円�

補助金補助金・助成金助成金
141,540141,540千円千円�

人件費人件費�
735,385735,385千円千円

固定資産取得固定資産取得�
413,971413,971千円千円

補助金・助成金
141,540千円�

人件費�
735,385千円

固定資産取得�
413,971千円

決�算�報�告�

６�７�



今号は特別構成のため「弁護士の暮らしの相談」「民児協のまど」「善意銀行だより」はお休みします。�

詳しくは社協 地域福祉課まで�
お問い合わせください�
　電話 0748-20-0555�
　I P 0505-801-1125

●東近江市福祉センターハートピア�
　7/5･19、8/2･16�
●能登川保健センター�
　7/9･23、8/13･27�
●社協蒲生支所せせらぎ�
　7/17、8/7･21

弁護士が問題解決までの助言をします。�

7月24日（水）受付 7/1（月）8：30～�
8月28日（水）受付 8/1（木）8：30～�
9月25日（水）受付 9/2（月）8：30～�

■場所：東近江市福祉センターハートピア�
■時間：13：30～16：00（1名30分）�
■対象：市内在住の方（先着5名）�

■お申込み・お問合せ�
　電話 0748-24-2940�
　ＩＰ 0505-802-2988

　5月29日、五個荘小学校福祉委員会のみなさん
から、ペットボトルキャップとプルタブをご寄付
いただきました。全校児童が1年かけて集められ
たものです。ペットボトルキャップはハンディ＆
エコキャップ運動に取り組まれている「クリエー
トプラザ東近江」へ、プルタブは「あゆみ作業所」
へお届けしました。�
　子どもたち一人
ひとりの活動が、
CO2削減への取り
組みや障がいのあ
る人への就労支援
などにつながって
います。�

いずれも�
　場　所：東近江市福祉センターハートピア�
　　　　　（今崎町21-1）�

■お申込み・お問合せ�
　社協 八日市支所�
　電話 0748-24-2940　　I P 0505-802-2988

日　時：8月1日（木）･8日（木）�
　　　　9：30～11：30�
対　象：市内の小学3年生～6年生�
定　員：10名程度�
　　　　（申込多数の場合は抽選）�
内　容：手芸（ビーズなど）�
参加費：200円�

日　時：8月27日（火）･29日（木）�
　　　　9：30～11：30�
対　象：市内の小学3年生～6年生�
定　員：20名程度�
　　　　（申込多数の場合は抽選）�
内　容：科学工作など�
参加費：200円�
�

全2回� 全2回� 全2回�

日　時：7月26日（金）･30日（火）�
　　　　9：30～11：30�
対　象：市内の4歳児～小学3年生�
　　　　（小学生未満は親子で参加）�
定　員：30名程度�
参加費：無料�

　サマーホリデーは、障がいのある子どもたちが、夏休
み期間中、有意義で楽しい日々を過ごすことを目的とし
た余暇活動です。地域の人たちとのふれあいを大切にし
ながら、プール遊びや工作、おやつづくりなどをします。�
　市内6会場（八日市、永源寺、五個荘、愛東・湖東、能
登川、蒲生）で、それぞれ17日間開催します。�
　子どもたちと楽しい�
夏を過ごしましょう！�

８�


